
東山会関東支部だより東山会関東支部だより

知
見
が
広
が
る
、
議
論
が
深
ま
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

グ
リ
ー
ン
を
囲
ん
で
和
気
藹
々
の

「ゴルフ会」

2020 年 3 月

名古屋大学東山会関東支部

　

各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
関
東
支
部
会
員
か
ら
、
最
新

の
技
術
、
普
段
は
聞
け
な
い
業
界
事
情
な
ど
の
専
門
性
の

高
い
講
義
を
聴
き
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
知
見
拡
大
の
た

め
に
毎
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
す
。
第
1
回
は
二
〇
〇
八
年

に
始
ま
り
、
12
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
建
設
工
事
、

運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
災
害
、
医
療
、
I 

T
な
ど
の
様
々

な
業
界
に
つ
い
て
機
械
技
術
者
に
判
り
易
い
内
容
で
、
専

門
外
の
方
で
も
活
発
に
議
論
で
き
る
場
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
講
演
録
が
関
東
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
P 

（ http://w
w
w
.higashiyam

akai.com
/

）

よ
り
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
担
当
：
百
瀬
S
57
卒
・
八
田
S
58
卒
・
小
南
H
２
卒
）

　

こ
の
会
は
H
22
年
に
東
山
会
関
東
支
部
会
員
対

象
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
会
員
の
枠
を

〝
名
大
卒
〞
と
し
、
年
4
回
の
練
習
（
1
、
4
、
7
、

10
月
の
第
3
土
曜
日　

場
所
：
学
士
会
館
B
１
階

名
大
連
絡
所
）
と
、
毎
年
8
月
開
催
の
日
本
寮
歌
祭

に
参
加
す
る
の
が
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
旧
制
高

校
生
に
戻
っ
た
気
分
で
寮
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
う

こ
と
は
心
身
共

に
心
地
よ
い
も

の
で
す
。
今
年
か

ら
名
大
男
性
合

唱
団
O
B
と
の

コ
ラ
ボ
も
考
え

て
い
ま
す
。

（
文
責
：
藤
田
訓

弘
S
40
卒
）

旧制高校寮歌を歌う会
　「伊吹おろしの会」

　

関
東
支
部
で
は
、
毎
年
5
月
に
総
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
総
会
で
は
、
名
大
に
縁
の
あ
る
著
名
人
に
よ
る
講

演
、
そ
し
て
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
の
交
流
の
た
め
の

懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
19
年
度
は
、
日
本
経
団
連

名
誉
会
長
（
東
レ
特
別
顧
問
）
の
榊
原
定
之
氏
に
「
日
本

経
済
再
生
へ
の
道
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
好
き
が
集

ま
り
、
毎
年
2
回
、
春

（
平
澤
幹
事
）
は
平
日

に
、 

秋
（
林
幹
事
）
は

現
役
会
員
も
参
加
し
や
す
い
土
日
に
開
催
し
、

毎
回
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
４
月
26
日
に
鎌
倉
パ
ブ
リ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
場
、
12
月
15
日
に
千
葉
新
日
本
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
：
平
澤
一
範
S
55
卒
・
林
英
伸
S
54
卒
）

第12回 関東支部総会 開催



普賢象

参加の皆様

第
5
回
企
業
見
学
会

「
J 
A 
L
整
備
工
場（
第
２
回
）」

い
く
つ
に
な
っ
て
も
ワ
ク
ワ
ク

囲
碁
の
会

活
動
報
告

　

J
A
L
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
森
本
さ
ん
（
平
成
4
年
卒
）
の
ご

案
内
に
よ
り
、
一
般
の
見
学
時
間
終
了
後
（
12
月
７
日
）
土
（
16

時
半
〜
19
時
）
に
、
飛
行
機
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
中
心
に

し
て
事
前
講
義
及
び
見
学
を
実
施
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
、「
整

備
の
仕
組
み
」「
飛
行
機
の
技
術
の
進
歩
」「
航
空
機
と
い
う
超

高
額
資
産
に
対
す
る
投
資
と
稼
働
率
向
上
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
に
対
す
る
取
組
」。

分
解
中
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や
車
輪
格
納
庫
の
内
部
等
を
分

か
り
易
く
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
通
常
で
は
行
け
な
い
エ
リ
ア

か
ら
間
近
に
見
学
で
き
た
こ
と
は
大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

今
回
は
現
場
目
線
で
の
説
明
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
安
全
運

航
・
定
時
運
航
を
行
っ
て
い
る
J
A
L
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
、
感
じ
取
れ
る
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。  

（
文
責
：
前
田
直
起 

S
52
卒
）

4
月
13
日
（
土
）
絶
好
の
「
お
花
見
日
よ
り
」
の
も
と
、
４
回
目
の
観
桜
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
9
名
で
し
た
。
新
宿
御
苑
は
面
積
五
三
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
江
戸
時
代
の
内
藤
家
屋
敷
が
、
明
治
以
降
、
農
業

試
験
場
、
植
物
御
苑
を
経
て
皇
室
の
庭
園
と
な
り
、
戦
後
、
国
民
公
園
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

二
〇
一
九
年
は
、
話
題
の
総
理
大
臣
主
催
の
「
64
回
桜
を
見
る
会
」
の
閉

会
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
主
役
の
八
重
桜
：「
一
葉
」

「
普
賢
象
」「
関
山
」
が
ほ
ぼ
満
開
、
黄
緑
っ
ぽ
い
「
鬱
金
」「
御
衣
黄
」、
純

白
の
「
白
妙
」
も
満
開
で
迎
え
て
く
れ
、
お
花
見
を
堪
能
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
人
気
の
「
染
井
吉
野
」（
一
重
）
も
、
ま
だ
花
を
つ
け
て

お
り
、
花
弁
の
多
い
八
重
桜
の
「
簪
桜
」
と
「
兼
六
園
菊
桜
」
は
満
開
近
し

で
、
見
所
の
多
い
観
桜
会
と
な
り
ま
し
た
。

桜
の
品
種
は
、
園
芸
品
種
で
は
日
本
だ
け
で
五
百
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
宿
御
苑
で
は
、
現
在
約
70
種
、
約
千
百
本
の
桜
の
木

が
あ
り
、
こ
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
花
見
を
楽
し
む
「
観
桜
会
」
で
す
。
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
二
〇
一
九
年
の
観
菊
会
は

日
程
の
関
係
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。　

（
文
責
：
石
原
隆
昌 

S
44
卒
）

　

当
東
山
会
関
東
支
部
囲
碁
会
は
、
学
士
会
館
４
F
の
娯
楽
室

に
て
月
に
1
度
例
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
は
現
在
15

名
で
、
平
均
年
齢
は
74
歳
で
す
が
、
現
在
で
も
元
気
に
現
役
を

務
め
ら
れ
て
い
る
人
も
何
人
も
い
て
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
囲
碁

会
で
す
。
囲
碁
部
O
B
も
数
名
お
り
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
愛
の
鞭
を
振
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
悩
み
は
新
規
の
会
員
の
加
入
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
囲

碁
は
右
脳
、
左
脳
と
も
に
活
性
化
さ
せ
、
ま
た
石
を
打
つ
こ
と

で
指
先
の
訓
練
に
も
役
に
立
つ
理
想
的
な
室
内
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

機
械
学
科
の
同
窓
が
集
う
気
の
置
け
な
い
集
ま
り
で
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
是
非
一
度
月
例
会
に
お
越
し
下
さ
い
。
毎
月

第
三
日
曜
日
13
時
〜
17
時
開
催
で
碁
席
料
無
料
、
例
会
後
は
楽

し
い
懇
親
会
が
有
り
ま
す
。　

（
月
例
会
幹
事
：
野
々
垣
悦
宏
S
50
卒
）

「2019 新宿御苑
　観桜会観菊会」

東
山
会

関
東
支
部


